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こ
の
度
の
台
風

十
九
号
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
皆
様
へ
、

心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
一
日
も
早

い
復
興
と
皆
様
が

平
穏
な
日
々
を
送

れ
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

猛
烈
な
勢
力
を
持
っ
た
台
風
十

九
号
は
、
穏
や
か
な
日
常
風
景
か

ら
は
想
像
も
つ
か
ぬ
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
雄
大
な
八
个
岳

と
浅
間
山
の
恩
恵
を
受
け
自
然
豊

か
な
佐
久
の
地
で
あ
る
が
、
私
も

地
区
の
見
回
り
を
し
た
際
、
収
穫

間
近
の
田
畑
に
流
入
す
る
泥
水
と

土
砂
を
目
の
当
た
り
に
し
、
抗
え

ぬ
自
然
の
力
に
言
葉
を
失
っ
た
。	

　

各
地
で
行
政
や
自
衛
隊
、
市
民
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
出
で
の
復
旧
作

業
が
続
い
て
い
る
中
、
十
月
二
十

二
日
、
雨
雲
が
去
り
日
が
照
る
皇

居
宮
殿
で
は
、
天
皇
陛
下
自
ら
が

即
位
を
宣
言
す
る
即
位
礼
正
殿
の

儀
が
行
わ
れ
た
。
国
民
に
寄
り
添

わ
れ
、
国
際
社
会
の
平
和
を
願
わ

れ
る
お
言
葉
は
、
復
興
へ
向
か
う

私
た
ち
へ
も
希
望
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
切
り
開
か
れ

る
新
た
な
「
令
和
」
と
い
う
時
代

は
平
和
な
未
来
と
な
る
よ
う
、
よ

り
多
世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
、
共
に
手
を
携

え
歩
ん
で
い
き
た
い
。

　

台
風
十
九
号
の
影
響
で
、
近

隣
の
町
村
で
は
文
化
祭
を
中
止

し
た
り
と
自
粛
ム
ー
ド
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

・
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
る

様
子
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
観
て

い
た
だ
く
「
発
表
の
場
」
と
し

て
、
第
四
十
七
回
小
海
町
文
化

祭
を
十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月

三
日
ま
で
北
牧
楽
集
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

展
示
の
部
に
は
、
盆
栽
、
陶

芸
、
絵
画
、
俳
句
、
手
芸
や
書

道
な
ど
の
多
く
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、
登
録
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
「
二
輪
草
の

会
」
や
「
な
ご
み
」
の
通
所
者

の
作
品
や
個
人
か
ら
も
出
展
が

あ
り
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
に

延
べ
二
六
〇
名
を
超
え
る
多
く

の
方
々
が
来
場
さ
れ
、
熱
心
に

作
品
を
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
十
一
月
三
日
㈰
の
文
化

の
日
に
は
、
体
育
館
で
ス
テ
ー

ジ
発
表
・
合
同
音
楽
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ス
、
舞

踊
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
詩
吟
、
バ

ン
ド
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
リ
ズ
ム
、

マ
ジ
ッ
ク
、
朗
読
、
紙
芝
居
の

ほ
か
、
小
海
小
学
校
の
合
唱
ク

ラ
ブ
、
小
海
中
学
校
・
川
上
中

学
校
・
南
牧
中
学
校
・
小
海
高

校
に
よ
る
合
同
演
奏
な
ど
多
彩

な
発
表
に
、
観
客
の
皆
さ
ん
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
あ
り
す
ば

ら
し
い
発
表
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
出
演
さ
れ
た
各
グ
ル
ー
プ

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（197）

本
間
下　

山
岡
み
ず
ほ

　

結
婚
を
機
に
小
海
町
で
暮
ら

し
始
め
て
、
早
十
六
年
が
経
ち

ま
し
た
。
当
時
、
な
ぜ
小
海
町

で
暮
ら
す
事
を
選
ん
だ
の
か
。

そ
れ
は
と
て
も
単
純
で
、
夫
と

私
、
互
い
の
職
場
か
ら
近
か
っ

た
と
い
う
理
由
で
し
た
。
あ
れ

か
ら
長
女
が
生
ま
れ
、
長
男
、

次
男
が
生
ま
れ
町
営
住
宅
も
手

狭
に
感
じ
て
い
た
頃
、
分
譲
地

が
売
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
私
達
夫
婦
は
町
内
の

出
身
で
は
な
く
、
夫
は
長
男
。

い
ず
れ
は
地
元
に
戻
り
た
い
気

持
ち
も
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
小
海
町
は
子
育
て
を
し
て

い
く
う
え
で
本
当
に
よ
い
環
境
。

子
供
達
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
、

地
元
に
は
戻
ら
ず
こ
の
小
海
で

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
そ
の
大
き
な
決
断
を
し

て
く
れ
た
夫
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
。
団
地
内
は
町
営
バ
ス
も

通
っ
て
い
て
通
学
に
も
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
部
横

断
道
か
ら
も
近
い
の
で
本
当
に

便
利
で
す
。
ご
近
所
の
方
々
も

気
さ
く
な
方
ば
か
り
で
、
子
供

達
は
団
地
内
を
自
転
車
で
走
り

回
っ
た
り
、
互
い
の
家
を
行
き

来
し
た
り
、
楽
し
そ
う
な
子
供

達
の
顔
を
見
る
た
び
に
、
こ
れ

で
よ
か
っ
た
の
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
同
じ
団
地
内

に
も
う
す
ぐ
従
妹
の
家
も
完
成

す
る
の
で
今
は
そ
の
完
成
が
と

て
も
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　

私
は
四
年
前
か
ら
小
海
町
図

書
館
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
図
書
館
の
仕
事
は
本

の
貸
出
や
返
却
を
行
う
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
書
館
で
働

く
私
達
の
大
切
な
役
割
は

「
人
」
と
「
本
」
を
つ
な
ぐ
こ

と
で
す
。
利
用
者
の
方
が
求
め

て
い
る
資
料
を
適
切
に
提
供
す

る
。
そ
の
為
に
は
資
料
が
ど
の

場
所
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
内

容
で
あ
る
の
か
を
理
解
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ

も
様
々
で
そ
れ
に
応
え
て
い
く

こ
と
も
私
達
の
大
切
な
仕
事
で

す
。
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
毎
月
色
々
な
企

画
展
示
を
考
え
、
季
節
ご
と
に

館
内
の
飾
り
も
変
え
て
い
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
も
見
て
い
た
だ

け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

図
書
館
司
書
に
な
ろ
う
と
決

め
た
あ
の
日
か
ら
実
際
に
司
書

と
し
て
働
け
る
よ
う
に
な
る
ま

で
に
は
随
分
と
時
間
が
経
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
勉
強
し
た

こ
と
を
職
業
と
し
て
活
か
せ
て

い
る
今
、
こ
の
年
齢
に
な
っ
て

よ
う
や
く
両
親
に
恩
返
し
で
き

た
か
な
と
思
い
ま
す
。
と
は
言

え
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
日

々
努
力
が
必
要
だ
と
痛
感
す
る

毎
日
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に

た
く
さ
ん
の
本
と
出
会
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

「
人
」
と
「
本
」
を
つ
な
ぐ
お

手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第
四
十
七
回 

小
海
町
文
化
祭
開
催



第
₆₇
回
長
野
県
公
民
館
大
会
開
催
さ
れ
る
！
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九
月
二
十
六
日
㈭
・
二
十
七

日
㈮
、
佐
久
穂
町
「
茂
来
館
」

で
県
公
民
館
大
会
が
開
催
さ
れ
、

本
年
度
は
南
佐
久
郡
が
当
番
で
、

会
場
準
備
や
大
会
運
営
に
郡
内

の
公
民
館
長
、
公
民
館
主
事
で

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
県
内
各
地
の
公
民

館
関
係
者
な
ど
三
五
〇
人
を
超

え
る
方
々
が
集
ま
り
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
開
会
行
事
で
、
馬

流
本
町
の
小
池
純
子
さ
ん
小
林

清
子
さ
ん
姉
妹
に
よ
る
す
ば
ら

し
い
ピ
ア
ノ
二
重
奏
が
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
披
露
さ
れ
、

来
賓
と
し
て
県
教
育
委
員
会
連

絡
協
議
会
長
の
代
理
で
、
篠
原

秀
郷
小
海
町
教
育
長
職
務
代
理

者
が
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
長
野
八
个
岳

農
協
の
中
島
常

勝
南
相
木
支
所

長
さ
ん
が
「
野

辺
山
開
拓
と
高

原
野
菜
の
歴

史
」
と
題
し
お

話
を
い
た
だ
き
、

講
演
会
で
は
、

佐
久
総
合
病
院

健
康
管
理
部
の
西
垣
医
師
が

「
自
治
と
健
康
の
育
み
～
公
民

館
の
あ
り
方
を
考
え
る
～
」
と

題
し
、
健
康
づ
く
り
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
九
つ
の
分
科
会

が
あ
り
、
一
つ
に
地
域
見
学
会

と
し
て
「
秩
父
事
件
跡

地
の
見
学
」
が
行
わ
れ
、

二
十
名
が
東
馬
流
の
秩

父
暴
徒
の
墓
や
本
陣
を

巡
り
、
本
陣
で
は
、
井

出
尚ひ

さ
こ子

さ
ん
に
書
物
や

当
時
使
わ
れ
た
槍
な
ど

を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

熱
心
な
説
明
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
東
馬

流
公
民
館
に
あ
る
資
料
や
墓
地

を
井
出
武
彦
さ
ん
、
土
橋
勝
一

さ
ん
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
か
ら
、

大
変
有
意
義
な
二
日
間
で
し
た

と
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

第
四
十
七
回
分
館
対
抗
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
九
月
二
十
四

日
・
二
十
五
日
の
夜
・
二
日
間

に
わ
た
り
小
海
中
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
六
つ
の
分
館
よ

り
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

二
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
各

チ
ー
ム
二
試
合
ず
つ
試
合
を
行

い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
位
が
決

勝
戦
へ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
二
位
が

三
位
決
定
戦
を
行
い
ま
し
た
。

女
性
の
皆
さ
ん
の
は
つ
ら
つ
と

し
た
プ

レ
ー
で
、

特
に
鋭

い
ア
タ

ッ
ク
に

は
、
観

客
か
ら

大
き
な

歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。
攻
撃
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
男
性
の

皆
さ
ん
も
堅
い
守
り
で
素
晴
ら

し
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

特
に
決
勝
戦
は
息
を
呑
む
よ

う
な
試
合
で
、
互
い
に
譲
ら
ず

三
セ
ッ
ト
ま
で
も
つ
れ
込
み
ま

し
た
。
最
終
セ
ッ
ト
は
一
点
ご

と
に
観
客
か
ら
声
援
が
あ
が
り
、

会
場
が
熱
気
に
包
ま
れ
る
中
、

最
後
に
は
第
10
分
館
が
勝
利
し

六
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ど
の
分
館
も
チ
ー
ム
編
成
に

苦
慮
す
る
中
で
し
た
が
、
活
気

の
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
選
手
を
は
じ
め
、
分
館
の

役
員
の
皆
様
大
変
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優　

勝　

第
10
分
館

準
優
勝　

第
11
分
館
A

第
三
位　

第
1
分
館

第
四
位　

第
2
分
館
B

　

大
型
の
台
風
が
日
本
列
島
に

甚
大
な
被
害
を
与
え
た
十
月
十

三
日
㈰
に
音
楽
堂
ヤ
ル
ヴ
ィ
ホ

ー
ル
で
、「
舘
野
泉
」
ピ
ア
ノ

リ
サ
イ
タ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
十
二
日
㈯
に
新
幹
線
が
不

通
に
な
る
事
を
想
定
し
、
十
一

日
㈮
に
前
々
日
入
り
を
し
て
頂

き
、
十
一
日
㈮
、
十
二
日
㈯
と

綿
密
な
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、

準
備
万
端
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

事
前
に
台
風
の
影
響
で
来
場
で

き
な
い
と
の
連
絡
が
二
十
名
程

の
方
か
ら
あ
り
、
入
場
者
数
の

減
少
は
予
想
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
総
勢
約
一
〇
〇
名
の
来
場

者
が
あ
り
、
舘
野
さ
ん
の
魅
力

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

脳
梗
塞
の
発
症
に
よ
り
左
手

の
み
の
演
奏
で
、
一
二
〇
分
の

間
に
十
五
曲
を
演
奏
さ
れ
、「
左

手
の
祈
り
」
は
最
長
十
二
分
の

長
曲
で
、
会
場
内
か
ら
は
惜
し

み
な
い
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

後
半
の
部
に
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
で
、
長
男
の
ヤ
ン
ネ
舘

野
さ
ん
と
の
息
の
合
っ
た
す
ば

ら
し
い
演
奏
に
感
動
の
舞
台
と

な
り
ま
し
た
。

第
10
分
館
六
年
連
続
優
勝
‼

第
四
十
七
回

分
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

舘
野　
泉　
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　

九
月
十
六
日
（
月
・
祝
）
に

長
野
市
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
に
於

い
て
、
2
0
1
9
ら
い
ち
ょ
う

カ
ッ
プ
長
野
大
会
が
開
催
さ
れ
、

D
2
部
門
に
小
海
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
か
ら
、
小
海
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
と
小
海
茶

々
丸
の
二
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
小
海

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が

準
優
勝
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

D
2
部
門
は
、
三

年
生
以
上
の
児
童

八
人
で
試
合
を
行
い
ま
す
。
予

選
五
試
合
を
行
い
予
選
結
果
に

よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、

準
決
勝
で
予
選
一
位
の
チ
ー
ム

と
対
戦
し
、
僅
差
で
は
あ
り
ま

し
た
が
見
事
に
勝
利

し
ま
し
た
。
決
勝
戦

で
は
長
野
市
の
チ
ー

ム
と
対
戦
し
惜
し
く

も
一
点
差
で
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、

全
員
が
ボ
ー
ル
に
集

中
し
全
力
で
プ
レ
ー

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

週
二
回
の
練
習
で
個
々
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
次
の
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

活
躍
し
て
い
ま
す



小 海 町 公 民 館 報令和元年11月22日 第 5 1 5 号 (　)4
　

十
月
十
九
日
㈯
に
小
海
リ
エ

ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
全
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
友
好
団

体
連
絡
協
議
会
」
出
席
の
た
め
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
ペ
ッ
カ
・

オ
ル
パ
ナ
氏
と
令
夫
人
が
来
町

さ
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、
美
術
館
で
開

催
中
の
「
北
欧
の
灯
り
展
」
を

ご
覧
に
な
り
、
協
議
会
で
は
小

海
町
で
の
活
動
に
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
全
国
に
は
二
十

を
超
え
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
友
好

団
体
が
あ
り
、
今
年
は
小
海
フ

　

今
年
度
の
町
民
秋
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
は
、
十
月
六
日
㈰
に
行

わ
れ
、
塩
尻
市
の
霧
訪
山
（
き

り
と
う
や
ま
）
へ
登
り
ま
し
た
。

当
日
の
天
気
は
残
念
な
が
ら
曇

り
空
で
、
登
る
直
前
ま
で
は
小

雨
も
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
登

り
始
め
る
時
に
は
雨
は
止
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

　

急
な
階
段
か
ら
始
ま
る
コ
ー

ス
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
人
も
リ

タ
イ
ア
す
る
こ
と
な
く
登
り
き

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
霧
訪

山
の
山
頂
で
は
「
登
っ
て
き
て

よ
か
っ
た
」
等
、
参
加
者
か
ら

ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
創
立
十
周
年

と
日
本
ー
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
外
交

関
係
樹
立
一
〇
〇
周
年
を
記
念

し
、
小
海
町
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
島
根
県

ま
で
の
八
つ
の
団
体
が
参
加
し
、

活
動
発
表
が
行
わ
れ
、
会
議
後

の
交
流
会
で
は
小
海
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
協
会
会
員
の
福
士
恭
子
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
や
名

取
美
術
館
長
の
マ
ジ
ッ
ク
、
小

海
町
特
産
品
の
紹
介
に
よ
り
町

の
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
再
び
小

も
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。
標
高
一
三
〇
五
ｍ
の
頂

上
に
は
視
界
を
遮
る
木
々
が
無

く
、
曇
り
だ
っ
た
た
め
周
り
の

山
々
の
山
頂
ま
で
は
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
眼
下
の
塩
尻
市

内
の
様
子
を
望
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

下
山
途
中
に
出
会
っ
た
地
元

の
方
か
ら
、
小
野
弥
彦
神
社
の

例
大
祭
で
行
わ
れ
て
い
る
相
撲

の
話
を
聞
き
、
下
山
後
に
は
相

撲
の
見
学
を
し
た
り
、
お
参
り

を
し
た
り
と
各
自
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
少
し
肌
寒
い
日
で
し

海
町
を
訪
れ
た
い
と
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
が
、
気
持
ち
よ
く
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
皆
様
お
疲
れ
様
で

し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
夫
妻
が
来
町
さ
れ
ま
し
た

町
民
秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ『
塩
尻
市
　霧
訪
山
へ
』

　今年度第 3回目、通算11回目の講座が10月 5 日㈯に総勢30名
で、小海原・東原（栃原原）を中心に開催されました。当日は、
すばらしい天候に恵まれ小海原からは八ヶ岳、浅間山、茂来山
を含め相木の山々など360度が望め、広大な小海原の台地の成
り立ちに関係のあった相木川泥流の堆積物や浸食された状況を
確認しました。又、小海原の開田と水利、畑作の経過も含め説
明がありました。
　八ヶ岳全体を一望できる東原では、戦国時代の避難壕であっ
た東原遺跡の学習と、栃原原のローム層の見学を行い地学的に

観察しました。土橋先生の説明
をお聴きしながら町内の各所を
観ると、普段見慣れた岩肌や地
層が露出している箇所は、約
130万年前からの八ヶ岳の火山
活動の一部であり、人間が造る
人工構造物ではない自然そのも
ので、地震や集中豪雨による山
岳崩壊や河川の氾濫等により現
在の地形が形成されている事を
実感しました。

地 学 講 座 が 開 催 さ れ ま し た
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み ん な の 楽 集 館

今月の図書館

　秋の読書週間と町の文化祭にあわせ、図書館まつりが開催され、児童向
けのイベントを中心に行われました。
　「わたしは誰でしょう？」クイズは、ヒントを頼りに児童図書室にある
本を探して、本をしっかり読むと答えられるクイズ。図書館では本がどの
ように棚に並んでいるのか…案外知らない様子の子供達が説明を受けなが
ら本を探して、見つけた時は歓声もあがっていました。「こんな本もある
んだ」と気づくきっかけになったでしょうか。正解した後は景品釣りも楽
しんでいました。

　また紙に刺繍をして
「しおり」をつくるワ
ークショップも好評で、
慣れない針に最初はと
まどいながらも、大人
も驚く集中力で動物の
形の素敵なしおりが出
来上がりました。
　他、保存期間を経過した雑誌のリサイクルコーナーも設け
て利用者の皆さんに提供しました。
　図書館では今後も様々なイベントを行いますのでどうぞお
楽しみに！

～『冬のえいが上映会』を開催します～
12月14日㈯　北牧楽集館・多目的ホール
①10：00～10：30
　「スノーマン」
②10：35～11：10
　「うっかりペネロペ　ペネロペ、パリへいく編」
③11：15～12：35
　「おしりたんていププッかいとう vs たんてい」
無料でご鑑賞頂けます。好きな作品を自由にご覧下さい。

■世界でいちばん素敵な百人一首の教室
誰もがきっと触れたことのある百人一首だ
けれど、実は知らない百首の歌とその背景
や詠み人の人生物語が紹介されています。
「31文字の小宇宙」を身近に感じられる
この一冊で百人一首の魅力を再確認してみ
ませんか。

■ライオンになるには　エド・ヴィア―
自分らしさとは何か？人と違うことはいけ
ないこと？こうあるべきという先入観とそ
うでないものへの偏見。大人も考えさせら
れる絵本で、読み聞かせにおすすめの一冊
です。

図書館まつり2 0 1 9 が開催されました

○
第
15
回
灯
り
展

　

　

12
月
7
日
㈯
～
1
月
26
日
㈰

　

陶
器
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

・
草
木
染
・
ひ
ょ
う
た
ん
な

ど
の
灯
作
品
展
示
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

「
自
分
だ
け
の
手
作
り

あ
か
り
を
作
っ
て
み
よ
う
」

12
月
14
㈯

作
品
灯
り
展
で
展
示

松
原
湖
観
光
案
内
所

電
話　

93
ー
2
0
0
5

水
曜
日
休
館

　
　

12
月
19
日
㈭

　
　

1
月
16
日
㈭

　

押
絵
教
室

　
　

12
月
2
日
㈪

　
　

1
月
20
日
㈪

　
　

1
月
27
日
㈪

　

親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室

　
　

12
月
8
日
㈰

　
　

12
月
22
日
㈰

　
　

1
月
19
日
㈰

○
移
動
図
書

　

12
月
3
日
㈫
・
17
日
㈫

　

1
月
7
日
㈫
・
21
日
㈫

○
知
恵
の
泉
事
業

　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
（
大
相
撲
）

　
　

1
月
17
日
㈮

○
体
育
行
事

　

第
25
回
町
長
杯

　

ス
ケ
ー
ト
大
会

　
　

12
月
7
日
㈯

　

第
69
回
松
原
湖

　

ス
ケ
ー
ト
大
会

　
　

中
学
生
の
部

　
　

12
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　
　

小
学
生
の
部

　
　

1
月
13
日
（
月
・
祝
）

○
催
事

　

令
和
2
年
成
人
式

　
　

1
月
３
日
㈮

　
　

小
海
町
総
合
セ
ン
タ
ー

○
そ
の
他
教
室

　

編
み
物
教
室

12
月
・
1
月
の
生
涯
学
習
事
業

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

新刊ピックアップ
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令和元年度　第36回　小海町ゲートボールリーグ戦　成績表

1
2
3
4
5
6
7
8

松　　原
南 牧 Ｂ
溝 の 原
南 牧 Ａ
土　　村
本 間 川
茂　　来
杉　　尾

チーム名 1

●●
◯●
●●
●●
◯●
●●
●●

2
◯◯

●●
●●
●●
●●
◯●
●●

3
●◯
○○

◯●
●●
●●
●●
●●

4
◯◯
○○
●◯

●●
◯●
●●
●●

5
○○
○○
○○
○○

●●
●●
●●

6
●◯
○○
○○
●◯
○○

◯●
●●

7
○○
●◯
○○
○○
○○
●◯

●◯

8
○○
○○
○○
○○
○○
○○
◯●

順位得失点差失点得点負勝
1
2
3
4
5
6
7
8

順位
1
2
3
4
5
6
7
8

負
0
1
1
3
4
4
5
6

分
1
0
2
1
1
1
1
1

勝
6
6
4
3
2
2
1
0

76
63
52
－22
－18
18
－53
－116

133
132
164
202
184
169
192
244

209
195
216
180
166
187
139
128

2
3
4
6
8
9
11
13

12
11
10
8
6
5
3
1

令和元年度　第49回　早起き野球リーグ戦　成績表

　

令和元年度　第42回　小海町女子バレーボールリーグ戦　成績表

1
2
3
4
5
6
7
8

クイーンズ
ウインズ
フレンズ
どりーむ
チェリーズ
ミラクル
どりーむジャンボ
ラビット

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8

●
△
●
●
●
●
●

◯

●
●
●
●
●
●

△
◯

●
●
△
●
●

◯
◯
○

●
●
△
●

◯
◯
○
○

●
●
△

◯
◯
△
○
◯

●
●

◯
◯
○
△
◯
◯

●

◯
◯
○
○
△
◯
◯

勝点合計
10.0
9.5
9.0
8.0
7.5
7.0
7.0
6.0
5.5
4.0
3.0
1.0
0.5

分
2
1

2
1
2
2
2
3

2

1

令和元年度　第41回　小海町壮年ソフトボールリーグ戦　成績表
負
1
2
3
3
4
4
4
5
5
8
8
11
11

勝
9
9
9
7
7
6
6
5
4
4
2
1

1
2
3
4
5
6
6
8
9
10
11
12
13

北相木クラブ
第三鎰掛
第五分館
Team申酉
11分館
第 6土村
八那池
親川クラブ
松原湖
ムーンライト
60クラブ
高根クラブ
稲子バッターズ

チーム名 1

○
●
△
●
△
●
●
●
●
●
●
●

2
●

●
○
○
●
●
△
●
●
●
●
●

3
○
○

○
●
●
●
●
●
●
●
●
●

4
△
●
●

●
●
○
○
○
●
△
●
●

5
○
●
○
○

○
●
●
△
●
●
●
●

6
△
○
○
○
●

△
○
●
●
●
●
●

6
○
○
○
●
○
△

●
●
●
●
●
△

8
○
△
○
●
○
●
○

△
○
●
●
●

9
○
○
○
●
△
○
○
△

●
△
●
●

10
○
○
○
○
○
○
○
●
○

●
●
●

11
○
○
○
△
○
○
○
○
△
○

●
●

12
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

●

13
○
○
○
○
○
○
△
○
○
○
○
○

順位 チーム名 1 2 3 4

5－7　×
1－5　×
0－2　×
2－7　×
0－2　×
0－7　×

7－5　○
5－1　○

2－4　×
4－5　×
1－6　×
1－2　×

2－0　○
7－2　○
4－2　○
5－4　◯

4－1　○
3－5　×

2－0　○
7－0　○
6－1　○
2－1　○
1－4　×
5－3　○

差失得分負勝

22

3

－11

－14

8

20

25

23

30

23

14

9

　0

2

5

5

6

4

1

1

1

2

3

4

愛球会ライオンズ

ライトニング

小海秋桜

酔族館

順
位

　

春
か
ら
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
リ
ー
グ
戦
が
開
催
さ
れ
、
ど
の
競
技
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
残
念
な
が
ら
優
勝
で
き
な
か
っ
た
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
も
来
年
こ
そ
は
栄
冠
に

向
け
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

各
リ
ー
グ
戦
の
成
績
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共 育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …１１月号…
Vol.41

共育の広場

○9月14日、さわやかに晴れ渡った秋空の下、校庭運動会が行われました。
子どもたちはこの日に向けて、積み重ねてきた練習の成果をしっかりと発
揮し、全力で競技や応援に取り組みました。勝っても負けても、一位でも
最下位でも、子どもたちの競技や演技にさわやかさを感じるのは、力いっ
ぱい運動会に臨んでいる姿そのものに清々しさが漂っているからではない
かと感じました。運動会で感じた思いを、今後の生活にぜひ有意義にいか
していってほしいと願います。お忙しい中、子どもたちの応援のためにご
来校いただいた全ての皆様方、本当にありがとうございました。
○9月24日から10月3日まで、読書旬間が行われました。この期間中には、
読書をテーマとした校長講話や、小海おはなし本舗の皆さんをお迎えして
の紙芝居、児童会図書委員会によるパネルシアター、世界のお話に関係す
る献立の給食・・・等々、本の世界に浸る様々な企画が行われました。旬間
は終わりましたが、これから先も本の世界に親しんでいってほしいと願い
ます。

　小海中学校では、本年度健康教育のテーマに「歯と口の健康」を取
り上げました。ここ数年、歯肉炎の生徒の比率が県平均と比べて多い
ことが本校の課題だからです。6月には「歯と口の健康週間」を実施
し、生徒集会では「歯についてのイメージ」や「日頃、歯や口につい
て気をつけていること、心がけていること」等について対話活動を行
いました。また、9月の清流祭では、保健委員会が「世界に一つだけ
の私の歯」と題した劇を発表し、歯の大切さについて全校での対話を
通して考え合いました。

　1年1組では現在「歯と口の健康について、調べたことを小海町健康福祉ま
つりで発表しよう」と計画しています。インターネット等での調べ学習をした
り、学校歯科医である新津恒太先生や歯科衛生士の皆さんに実際に質問したり
などしながら、「わかりやすく」「楽しく見ていただける」ようなビデオ制作に
取り組んでいます。
　このように、地域の皆様のお力をお借りしながら、課題解決に向けて学習に
励んでいます。

　小海高校の生徒会は今まさに引き継ぎの時期を迎えています。2年生による新役員決めが行われ、3年生によ
る引き継ぎも着々と進んでいます。1年前には何もわからずアタフタしていた3年生達が、堂々とした様子でて
いねいに引き継ぎをしている姿が非常に心強く思われました。1年後、今の2年生達はどんな姿になっているか
非常に楽しみです。10月に行われた生徒大会にて全校生徒に新役員の紹介が行われ、いよいよ新体制のスター
トです。生徒大会が終われば、壮行会、クラスマッチと早速新役員にもたくさん仕事が待っています。2年生の
活躍に期待です。
　3年生は部活も引退し、生徒会も終え、それぞれの進路に向けて準備を始めています。現在は就職の生徒が就
職面接を行い、人によっては結果が出始めているところです。夜暗くなってからも進路室に通い詰め、準備をし
ている様子が見られています。ぜひいい結果が出るようがんばってもらいたいと思います。また、各種進学者の
推薦入試の準備も始まっています。多岐にわたる進路の生徒がいますが、それぞれが個別指導の中で志願理由書
の準備、面接練習、そしてもちろん勉強もやっています。ここまで学校を大変盛り上げてくれた3年生の皆さん
なので、ぜひ今度は自分の将来に向けて、しっかりと努力して、進路実現をして行って欲しいと思います。

小海小学校 スポーツの秋！ 読書の秋！

小海中学校 健康教育で、「歯と口の健康」について

今! 小海高校 小海高校の生徒会は今！
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教 育 委 員 会 情 報　9月

●町教育委員会9月定例会（令和元年10月3日）
・任期満了に伴い、生涯学習センター及び小海町図
書館の館長に、井出和利公民館長が再任されまし
た。（任期：令和元年10月 1 日～令和 3 年 9 月30
日)

・平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調
査の結果を検証しました。

●中学校組合教育委員会9月定例会（令和元年10月3日）
・任期満了に伴い、令和元年 9月30日付で北相木村
教育長井出利秋さんが教育長を退任されたことに
より、中学校組合教育委員の辞任が同意されまし
た。

・平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調
査の結果を検証しました。

●中学校組合教育委員
 （任期：令和元年10月28日～令和5年3月26日）

・渡辺　義則（北相木村教育長）

　この4月より小海中学校に赴任しました中野直輝で
す。昨年までは、松本市立信明中学校に勤務していま
した。よろしくお願いします。この小海の地に来て、
8ケ月が経過しようとしています。4月に入学した1年
生もどんどんと中学生らしくなり、その成長を感じて
いるこの頃です。
　9月に、小海中学校では、「清流祭」が行われまし
た。学年発表や体育祭、音楽祭で練習の成果を発揮し
た生徒たち。たった2日間という中でしたが、その成
長を感じることができました。
　清流祭初日の学活の時間に、生徒たちが振り返りを
行う時間を設けました。その中で、振り返り用紙に
『体育祭の大縄では、途中で怒ったり、「男子が～」、
「女子が～」、「○○が～」と言ったりする声が多く聞
こえて、なんで励まし合えなかったんだろう、と切な
くなりました。』と書いた女子生徒がいました。「結
果」は確かに大切かもしれませんが、最も大切なのは
その活動の「目的」です。そんなことをみんなで確認
し合い、2日目の音楽祭を迎えました。2日目、彼女
は『とても楽しかった。音楽祭ではとても緊張をして、
声が震えたけど大きな声で歌えてよかった。今日は協
力していい歌を創ることができた。』と書きました。
彼女が書いた通り、この2日間で生徒たちは、協力で
きなかった自分たちを振り返り、それを反省し、みご
とな2日目の姿を見せてくれました。
　そんな1年生が3年生となり卒業するとき、この生
徒はどんな姿を見せてくれるのか…楽しみが膨らむと
同時に、私たち教師にはどんな支援ができるのか…私
自身も、生徒と一緒に成長していかなければと思いま
す。

熱 い 共育人
小海中学校
1年1組担任

中野 直輝

vol.39

　 8 月26日㈪、中学校組合総合教育会議及び小海町総合教育会議が行われました。
　中学校組合総合教育会議では、電子黒板を使用した 1 年生の学級公開を参観した後、組合長の小海町長と
副組合長の南北相木村長、並びに組合教育委員が小海中学校長と懇談しました。
　小海町総合教育会議では、小海町長、町教育委員、小海小学校長の 3 者が懇談し、今後の教育行政につい
て意見を交換しました。

  電子黒板を使って問題を解く中学１年生 小海町総合教育会議であいさつをする町長

小海小学校5年生“夢の教室”
　10月28日㈪、5年生を対象とした「夢の教室」が行われ
ました。この日、小海小学校を訪れたのは、元日本代表女子
バスケットボール選手：三

み

木
き

聖
さ と

美
み

さんでした。子どもたちは、
体育館で三木さんと一緒にボールを使ったゲームを楽しんだ
後、教室で三木さんの授業を受けました。「バスケットボー
ルの日本代表選手になる」という子どもの頃からの夢を努力
の末に実現したものの、5年間で辞退しなければならなかっ
た経緯や、そこから再挑戦して仲間と共に再び日本代表選手
に返り咲いた経緯などを話して下さいました。そのような経
験を通して、子どもたちに「好きなこと・夢中になれるこ
と」を探し「人との出会いを大
切に」してほしいと力強いメッ
セージを送って下さいました。
トップアスリートの実体験から
語られる気持ちのこもった言葉
に、終始じっと耳を傾けていた
子どもたちでした。
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小海町戦没者追悼式が行われました
　町は 9 月26日㈭に、総合センターにて、小海町戦没者追悼式を行いま
した。
　戦没者追悼式では、216柱の御霊をお迎えし、ご遺族の皆様方、並び
にご来賓の皆様方のご臨席を賜り挙行し、献花等を行いました。

　今年は遺族会からの要望で同会場に
「時を戻してみる昭和展」と題して戦
没者の遺品を展示しました。町内だけ
でなく町外からも展示を見に来られる
方が多数お越しになられ、戦争について再度考える機会となりました。
　来年は平和の祭典とも言われるオリンピックが東京にて行われます。改め
て、過去に起きた戦争を考える良い機会としましょう。

令和元年度敬老の日記念事業

100歳を迎える皆さんにお祝い状贈呈
　今年度100歳を迎える親沢の井出雪子さん、本間下
の久保勝男さん、本間川の篠原はな子さん、馬流清水
町の篠原よし子さん、馬流元町の鷹野よねさんに、内
閣総理大臣賞、長野県知事賞、小海町長からの記念品
が贈られました。町には今年度100を迎えられる5名を
含め、100歳以上の方が14名おいでになります。 本間下の久保勝男さん（写真中央右）

馬流元町の鷹野よねさん（写真中央）本間川の篠原はな子さん（写真中央左）
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台 風 1 9 号 大 き な 被 害
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大州　相木川崩落

親沢地籍　水田畦畔崩落

小海小学校校舎裏（相木川左岸）

◆避難者　合計　99世帯　184名（12日　9：30～13日　7：40）

◆家屋、倉庫被害

◆町道等の通行止め
　①県道松原湖高原線（リエックススキー場トンネル先）
　　　　　　　　　　　　　　　12日　13：00～　21日に解除
　②県道上野小海線（中村プラント前～本村東田橋）
　　　　　　　　　　　　　　　12日　17：00～13日　11：30
　③町道土村八那池線（箕輪橋）12日　20：30～13日　 6：00	
　④東馬流橋　　　　　　　　　12日　21：30～13日　 6：00
　⑤町道土村相木線（川平）　　12日　21：45～13日　 6：00
◆停電
　松原、稲子、芦平、新開　　　12日　20：00～
　【復旧】松原13日　6 ：00　芦平13日　18：00　稲子、新開14日　10：00
◆断水　本村（塩の平） 6戸　10月15日解消	 	 	
◆災害　町道、町河川、農地、他　120カ所以上　
◇雨量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最大時間雨量）

◇小海町消防団出動状況
　全分団・団員　延べ230名出動（12～14日）
　活動内容…用水等氾濫防止・対応、危険地域巡回・避難誘導

台風19号による　町内のまとめ

総合センター　49世帯　91名

小海町役場　　26世帯　59名

〇家　屋　　床上浸水　 4 棟（馬流元町 2 、本村 2 ）  
　　　　　　床下浸水　10棟（馬流元町 5 、土村旭町 1 、本村 4 ）

稲 子 湯　10月11日　16：00～10月13日　 2 ：00
（34Ｈ）202㎜

10月12日　15：00
17㎜／H

小海高校　10月11日　16：00～10月12日　22：00
　（30H）217㎜

10月12日　15：00
23㎜／H

小 海 原　10月11日　16：00～10月12日　22：00
（30H）194㎜

10月12日　15：00
19㎜／H

〇倉庫等　　崩落 1 棟（本村）　
　　　　　　床上浸水 7 棟（大州 1 、土村旭町 2 、馬流元町 3 、本村 1 ） 

やすらぎ園　19世帯　21名

中村公民館　 5 世帯　13名
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　佐久税務署では、青色申告をされる個人の方を対象に、令和元年分の青色決算書の作成方法や注意点などに
ついての説明会を下記のとおり開催します。説明会で使用する資料は、当日会場で配布いたします。
（ 1）営業・不動産所得関係（対象地区が小海の日時のみ抜粋しています。）

（ 2）農業所得関係

　消費税の軽減税率制度等についても説明を予定していますので、ぜひご参加ください。
　各会場とも、駐車場のスペースに限りがありますのでご注意ください。

町税等納期のお知らせ 〈令和元年11月～令和2年1月の納期は下記のとおりです〉

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土・日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、便利な口座振替のご利用をおすすめします。
納税が遅れますと督促状が送られ督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

　移動販売車「およりなんし号」が10月1日㈫から運行を
開始しました。
　小海音頭を流しながら、町内の商店が持ち寄った食料品
や日用品を、各集落を回って販売しています。
　移動販売は小海町商工会が町から業務を受託し、事業実
施しています。
　販売員は今年4月から地域おこし協力隊員として活動する大金 恒久（オオガネ ツネヒサ）隊員。横

浜市生まれの横浜育ち。地域おこし協力隊の活動以外にも蕎麦を打つことに興味が
あり、小海そば打ちクラブ「八ッ手峯会」の活動に参加しています。
　移動販売の運行を開始して約1ヶ月となり、始まって間もないこともありますの
で停車場所や希望商品については直接、販売員の大金に伝えていただくか電話にて
お問い合わせください。
　より多くの町民の方のご利用をお待ちしております。
　TEL：0267−77−7249（大金 恒久）

口座振替日
11月26日㈫
12月26日㈭
　1　月27日㈪

町県民税
（普通徴収） 固定資産税 国民健康

保 険 税
介護保険料

（普通徴収）
後期高齢者医療

保険料（普通徴収）

４期
４期 ５期

６期
７期

５期
６期
７期

５期
６期
７期

移動販売事業　運行開始

12月 6 日㈮ 14：00～16：00 小海町役場 2階大会議室
（小海町大字豊里57－ 1 ）

小海町・南相木村・北相木村
川上村・南牧村

開催日 開催時間 開催場所 対象地区

12月 2 日㈪ 10：00～12：00 佐久市佐久平交流センター
（佐久市佐久平駅南 4－ 1） 全市町村

開催日 開催時間 開催場所 対象地区

お問合せ先　佐久税務署　個人課税第一部門　TEL 0267－67－3462

佐久税務署から青色申告決算等説明会のお知らせです
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事前予約により、休日・時間外に証明書の交付が受けられます
　平日に役場に来ることが困難な方のために、下記の
証明書について休日及び時間外交付を行っています。　
事前に役場開庁時間内の電話予約が必要です。
　
■交付できる証明書は次のとおりです。
・住民票（本籍地の表示の有無や世帯票・個人票が選	
　べます）
・印鑑登録証明書
・納税証明書
・所得証明書
　
■事前予約の方法は次のとおりです。
①電話による予約　電話：0267−92−2525
平日の業務時間中（午前 8時30分～午後 5時15分）
に役場総務課窓口係までご連絡下さい。　
②Ｅメールによる予約（koumi@koumi-town.jp）
Ｅメールによる予約の場合は、上記メールアドレス
まで。
予約申請書にご記入の上、添付して頂くか申請書と
同じ内容をメールでお送り下さい。様式は町のＨＰ
からダウンロードできます。

■証明書を受取りの際に本人確認等を行いますので、
　下記をお持ちください。
・本人と確認できるもの（運転免許証、健康保険証、
パスポート、マイナンバーカード等）
・本人が来庁できない場合は、受取りに来庁される方
の運転免許証等のほかに申請した方の委任状が必要
になりますので、窓口、町ホームページにあります
委任状をご記入の上お持ち下さい。
・印鑑登録証明書の場合は印鑑登録証(手帳)

■証明書手数料は各300円となります。
※休日及び時間外にお渡しになりますので、お釣りの
ないようにお願いします。

■証明書を受取りに来る際の時間帯は次のとおりです。
・平日　業務終了後、午後 7時30分まで
・休日　午前 8時30分から午後 7時30分まで
※上記の時間以外を希望される場合はご相談下さい。

ご不明な点等がありましたら、役場総務課窓口係
（電話92−2525）までお尋ね下さい。

※本人確認証明書等をお持ちいただけない場合
　は、お渡しができませんのでご注意下さい。
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今年も小海町大使の
遠藤章雄さんから
50万円のご寄付を頂きました。



第 5 1 5 号 令和元年11月22日(　)1₃ 役場からのおしらせ

第50回小海町・北相木村・南相木村花卉園芸品評会

中部横断自動車道　長坂－八千穂間　環境影響評価方法書　説明会について

　 9月20日㈮北牧楽集館において、第50回小海町・北相木村・南相木村花卉園芸品評会が開催されまし
た。 3町村の花卉農家から輪菊を中心に、83点の花が出品され、大変にぎやかな品評会となりました。
　本年は、春先から夏にかけて、日照・降水・気温など気象変動が激しく、彼岸物の遅れ、揃いの悪さ
が心配されましたが、花卉農家の方々の努力により、いずれも素晴らしい作品が出品されました。特賞
の秀の灯

ひ

穂
すい

につきましては、花弁の伸び、花首、天葉とのバランス、下から上までの葉の大きさも均整
がとれており、見事な輪ギクでした。受賞者につきましては、下記の通りです。

渡 辺 邦 保

油 井 和 久

渡 辺 邦 保

高 橋 洋 一

井 出 洽 治

諸 井 智 久

井出はつ子

渡 辺 雅 美

氏　名

北相木村

小 海 町

北相木村

南相木村

北相木村

北相木村

北相木村

北相木村

住　所

秀 の 灯 穂

三 宝

笑 の 舞

旭

ア イ ラ ン ド

ロサーノシャルロッテ

笑 の 舞

秀 の 灯 穂

品種名

特賞　佐久地域振興局長賞及び品評会長杯

１等　小海町長賞

１等　北相木村長賞

１等　南相木村長賞

１等　小海町議会議長賞

１等　北相木村議会議長賞

１等　南相木村議会議長賞

１等　長野八ヶ岳農業協同組合代表理事組合長賞

等　　　　　級　（賞）

　 8月21日㈬の午後 6時から役場 2階大会議室
にて開催されました。
　当日は、約50名の方が参加され、長野県の担
当者から環境影響評価方法書の内容について説
明を受けました。今後は、方法書をもとに調査
等が実施される予定です。引き続き国、県と協
力して、町としても早期実現を目指していきま
す。尚、説明会にご参加された方で当日の詳し
い資料が欲しい方は、役場産業建設課建設係ま
でご連絡ください。（電話：92−2525）



令和元年11月22日 第 5 1 5 号 (　)14役場からのおしらせ

　小海町は東邦大学と共同で、2019年1月に40歳以上の町民を対象とした「いきいき健康調査」を実施
しました。調査の結果を前号では、調査回答者の43.6％の方が「高血圧」であったことを報告しました。
今回は、その高血圧の要因となる「生活習慣」について報告します。

１，高血圧の要因となる「生活習慣」を知っている？
　「塩分の摂りすぎ」は9割以上の人が知
っていましたが、「野菜や果物の不足」
が高血圧の要因になると知っている人は、
約6割しかいませんでした。また、男性
の方が女性よりも高血圧の要因について
知っている人が多いという結果になりま
した。

２．町民の生活習慣は？
【飲　　酒】「毎日飲む」と答えた人は、男性全

体で45.8％、女性全体で9.1％でした。
　　　　　　年代別にみると、50歳代の男性が

57.1％と飲酒頻度が高いのが特徴で
す（図 1）。

【喫　　煙】「現在喫煙している」と答えた人は、
男性全体で22.7％、女性全体で3.5％
でした。

	 　年代別にみると、男性では、若い
年代ほど喫煙の割合が高く、40歳代
が41.7％と最も高くなっています
（図 2）。

【運動習慣】運動習慣が「週に 1時間未満」と答
えた人は、男性全体で57.8％、女性
全体で56.2％でした。年代別にみる
と、男女ともに、60歳代以上と比較
して、40歳代と50歳代で運動習慣が
少ない傾向があります（図 3）。

　高血圧に対する知識は、男性の方が女性よりも
高いですが、実際の生活習慣においては、40～50
歳の世代の男性において、飲酒、喫煙、運動不足
の割合が高い傾向にあることがわかりました。

「小海町いきいき健康調査」の結果について（パート3）

合計
93.1
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高血圧の要因
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第 5 1 5 号 令和元年11月22日(　)15 役場からのおしらせ

　インフルエンザワクチンは、重症化や死亡の防止に一定の効果が期待されていますが、感染防止
の効果は証明されておらず、接種しても感染しないわけではありません。ワクチン接種により、接
種部位がはれたり、熱が出るなどの副反応症状がでたり、ごくまれに重篤な症状を引き起こす事も
あります。接種によって期待される効果と副反応についてご理解していただいたうえで、接種を希
望する方は、直接、各医療機関にお問い合わせください。《どなたでも希望により接種（任意接
種）できます。》

①接 種 期 間：令和元年10月接種開始から令和2年3月31日まで（ワクチンがなくなるまで）

②接 種 金 額：4,500円／回（医療機関によっては接種金額が変わります。）

③助成対象者及び助成金額：

・満60歳から64歳で、心臓，腎臓または呼吸器の機能に障害があり身の回りの生活を極度に制限され
る方、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障害があり日常生活がほとんど不可能な方。

・満65歳以上の生活保護の方は全額助成となります。

※医療機関によっては接種金額が変わりますが、個人負担額(1,000円)は変わりません。
　（予防接種１回の接種金額のうち、1,000円の個人負担額以外を町で助成します。）

④接 種 方 法：各医療機関に直接予約し、接種してください。
　　　　　　　　病院の窓口で、各自1,000円をお支払いください。

医療機関によっては、償還払い（病院窓口で一旦料金を支払い、後日役場にて申請後、
ご指定口座へ振込みます）の場合もあります。領収書は必ず必要になります。

⑤接種医療機関：佐久総合病院小海分院・小海診療所（町外の医療機関でも接種できます。）
　　　　　　　　※乳幼児・児童・生徒の皆さんは、小児科医のいる小海分院での接種をお願いします。

※基礎疾患が有り、かかりつけ医師がいる方は、その医療機関で接種できます。

※ご不明な点は、小海町役場 町民課 保健係（電話92−2525）までお問い合わせ下さい。

助成対象者 接種回数

・生後6ヶ月以上～
・13歳未満の方 2回

・13歳以上の中学生
・満65歳以上の方
・下記に該当される方

1回

接種金額

1回につき4,500円

4,500円

町からの助成金額

1回につき3,500円

3,500円

個人負担額

1回につき1,000円

1,000円

「インフルエンザ予防接種」と
接種費用の助成についてのお知らせ



令和元年11月22日 第 5 1 5 号 (　)16役場からのおしらせ

協定企業が増えました！
　町の進めている「憩うまちこうみ事業」です
が、 9 月、東京の株式会社日放ツーリストさんが町と憩うまち協定
を締結しました。
　株式会社日放ツーリストさんは、安心、快適をモットーに旅の楽
しさを演出している会社です。今後他の協定企業同様、双方協力し
合いながら町の活性化を共に目指していくことになります。

憩うまちこうみ「リ・デザインセラピー」第3期生の養成講座が始まりました！
　「憩うまちこうみ事業」の核となる「リ・デザインセラピー」を担うセラピスト第 3 期生の養成講座がスタ
ートしました。森林ウォーク部門 6 名、瞑想（ヨガ）部門 4 名の第 3 期生は、松原湖高原での講習や先進地視
察などに参加し、小海町を訪れた
企業社員へ「憩い」、「癒し」、「気
づき」を提供するセラピストとし
ての第一歩を踏み出しました。第
3 期生は令和 2 年度夏季のセラピ
ストデビューを目指し、技術や理
論を学んでいくこととなります。

憩
いこ

うまちこうみ　レポート８

㈱日放ツーリスト谷本社長と町長

北八ヶ岳松原湖温泉

★ハッピーハロウィンキャンペーン　10月26～31日
　26～27日は小学生ま
でのお子様にお菓子詰め
放題と綿あめのプレゼン
ト、長野県PRキャラク
ター「アルクマ」が応援
にかけつけました。28
～31日の平日は先着20

名の方に特製デザートプレゼント、キャンペーン全期間に
癒しの香りヒノキの湯が登場しました。お客様からは「楽
しいおもしろい体験ができた」、「このためにやっほーに来
た」など好評をいただき「トリックオアトリート！」の掛
け声でお得にハロウィンを楽
しみました。
　12月はクリスマス、1月は
新年イベントも開催しますの
で、大勢の町民の皆様のご来
館をお待ちしております。

★次回のメンテナンス休館
　令和2年1月15日㈬、16日㈭

お問い合わせ先
電話０２６７－９３－２２８８ 検索ヤッホーの湯

アルバイト募集
　繁忙期のアルバイトを募集しています。

料金改定のお知らせ（令和元年10月1日から）
　諸般の事情により、入浴料金の改定をさせて頂く事とな
りました。
※町民料金、温泉会員、岩盤浴、貸しタオル、温泉スタン

ドの料金は変更ありません。
・入浴料金　大人500円➡700円　子供200円➡300円
　（平日割引−100円）（各種割引の併用はできません）
　GW・お盆・年末年始の平日割引は適用しません。
・回数券
　（大人11回分）5,000円➡（大人12回分）7,000円
　（子供11回分）2,000円➡（子供12回分）3,000円
・入浴＆岩盤浴
　（回数券5回分）3,000円➡（回数券5回分）4,000円
　何卒ご理解を頂き、変わらぬご愛顧を賜りますようお願
い申し上げます。

Free
wi-fi 完備
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション

令
和
元
年
度
冬
季

　
自
衛
官
等
募
集
案
内

一

　陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

　
　校
生
徒

（
卒
業
後
、
中
核
隊
員
と
し

て
活
躍
。
防
衛
大
、
航
空
学

生
（
海
・
空
）
合
格
者
も
例

年
多
数
発
出
！
）

【
推

　薦
】

・
資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込

含
）
の
学
校
長
が
推
薦
で
き

る
者

・
受
付
期
間　

令
和
元
年
十
一

月
一
日
㈮
～
十
一
月
二
十
九

日
㈮

・
試
験
期
日　

令
和
二
年
一
月

五
日
㈰
・
六
日
㈪

【
一

　般
】

・
資
格　

男
子
で
中
学
校
卒

（
見
込
含
）
十
七
歳
未
満
の

者
・
受
付
期
間　

令
和
元
年
十
一

月
一
日
㈮
～
令
和
二
年
一
月

六
日
㈪

・
一
次
試
験　

令
和
二
年
一
月

十
八
日
㈯

二

　自
衛
官
候
補
生

（
自
衛
官
に
な
る
最
も
ベ
ー

シ
ッ
ク
な
コ
ー
ス
！
）

・
資
格　

十
八
歳
以
上
三
十
三

歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
試
験
期
日　

令
和
元
年
十
二

三
）
五
三
二
一
ー
八
六
五
六

佐
久
地
域
住
民

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

日
時　

令
和
元
年
十
二
月
十
四

日
㈯　

午
後
一
時
三
十
分
開

演
（
午
後
一
時
開
場
）

会
場　

あ
い
と
ぴ
あ
臼
田

講
演　

人
生
一
〇
〇
年
時
代

　

～
健
康
で
充
実
し
た
人
生
の

送
り
方
～

講
師　

中
部
大
学
特
任
教
授

　

武
田　

邦
彦　

先
生

※
入
場
無
料
・
託
児
・
手
話
通

訳
あ
り

主
催　

佐
久
地
域
包
括
医
療
協

議
会

問
い
合
わ
せ　

佐
久
地
域
包
括

医
療
協
議
会
事
務
局
（
佐
久

医
師
会
内
）
〇
二
六
七
ー
六

二
ー
〇
四
四
二

令
和
二
年
度

職
業
訓
練
生
募
集

　

佐
久
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

令
和
二
年
四
月
に
入
校
す
る
職

業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

技
能
職
人
に
必
要
な
知
識
を

専
門
の
講
師
に
、
技
能
を
経
験

豊
か
な
職
業
訓
練
指
導
員
か
ら

学
び
、
即
戦
力
と
な
る
技
能
士

に
育
て
上
げ
て
就
業
さ
せ
ま
す
。

技
能
士
の
養
成
は
本
校
に
お
任

せ
く
だ
さ
い
。

■
普
通
課
程

　募
集
科

（
授
業
料
・
訓
練
期
間
）

一　

建
築
施
工
系
木
造
建
築
科　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
四
、
〇
〇
〇
円
か
ら

三
年

二　

木
材
加
工
系
木
工
科

一
三
四
、
〇
〇
〇
円
か
ら

三
年

三　

建
築
仕
上
系
左
官
・

　
　

タ
イ
ル
施
工
科

一
五
四
、
〇
〇
〇
円
か
ら

三
年

四　

塗
装
系
建
築
塗
装
科

一
五
四
、
〇
〇
〇
円
か
ら

二
年

五　

設
備
施
工
系
配
管
科

一
七
四
、
〇
〇
〇
円
か
ら

二
年

※
授
業
料
は
、
職
業
訓
練
生
の

雇
用
形
態
に
よ
り
一
三
四
、

〇
〇
〇
円
～
五
五
二
、
〇
〇

〇
円
ま
で
と
異
な
り
ま
す
。

※
授
業
日
は
、
各
科
週
一
日
で

す
。

〇
入
校
資
格

中
小
企
業
事
業
主
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
方
。

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

　

庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
を
四
季
折
々

の
草
花
や
樹
木
で
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
期
間　

令
和
二
年
四
月
～

十
二
月
ま
で　

全
十
二
回

受
講
料　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

受
講
資
格　

十
八
歳
以
上
の
方

■
D
I
Y
講
座

　

D
I
Y
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
現
役
の
大
工
さ
ん
が
初
歩

か
ら
教
え
て
く
れ
ま
す
。

一　

自
由
に
作
る
D
I
Y

受
講
期
間　

令
和
二
年
四
月
～

十
月
ま
で　

全
十
二
回

受
講
料

　
　

三
五
、
〇
〇
〇
円

（
材
料
代
実
費
負
担
）

二　

作
品
指
定
の
D
I
Y
（
多

目
的
椅
子
・
本
棚
・
畳
花

台
・
糸
の
こ
で
作
る
お
も

ち
ゃ
）

受
講
期
間　

令
和
二
年
六
月
～

七
月
ま
で　

全
四
回

受
講
料　
　

四
五
、
〇
〇
〇
円

（
材
料
代
込
）

受
講
資
格　

十
八
歳
以
上
の
方

★
募
集
定
員

普
通
課
程
（
各
科
）
十
名
（
最

少
開
講
人
数
三
名
）

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座　

十
名

（
最
少
開
講
人
数
五
名
）

D
I
Y
講
座　

五
名
（
最
少
開

講
人
数
三
名
）

★
募
集
期
間

令
和
元
年
十
一
月
一
日
㈮
～
令

和
二
年
一
月
三
十
一
日
㈮

　

申
し
込
み
や
詳
し
い
お
問
い

合
わ
せ
は
長
野
県
認
定
佐
久
高

等
職
業
訓
練
校
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。
℡
：
〇
二
六
七
ー
六
二

ー
二
二
七
六

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

w
w
w
.sakukokun.ac.jp/

月
十
四
日
㈯
に
予
定

　

資
格
等
に
つ
い
て
は
、
条
件

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
自
衛
隊
長

野
地
方
協
力
本
部
上
田
地
域
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
電
話
：
〇
二
六
八
ー
二
二

ー
五
二
六
七

お
子
様
の
教
育
資
金
を「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）が
サ
ポ
ー
ト
！

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大

学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子

様
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
ご
融
資
額　

お
子
様
一
人
に

つ
き
三
五
〇
万
円
以
内

▼
金
利　

年
一
・
七
一
％

　

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年

一
・
三
一
%
（
令
和
元
年
七

月
三
十
一
日
現
在
）

▼
ご
返
済
期
間　

十
五
年
以
内

　

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
十

八
年
以
内

▼
H
P
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索

▼
お
問
い
合
わ
せ　

教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

〇
五

七
〇
ー
〇
〇
八
六
五
六
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は
（
〇



令和元年11月22日 第 5 1 5 号 (　)18役場からのおしらせ

子 育 て 支 援 だ よ り

子育て支援センター事業
★パパママカンガルーひろば
・₁₂月 ₅ 日㈭　₁₀時～　「フラワーアレンジメント」
★おもちゃランド
・₁₂月₁₂日㈭　₁₀時～　「クリスマス会」

児童館事業
★子ども教室
・₁₂月₁₈日㈬　放課後～「しめ縄教室」
・₁₂月₂₁日㈯　 ₉ 時～　「クリスマス会」

次世代育成事業
★元気な小海っ子「親子スケート教室」
・₁₂月 ₈ 日㈰
・₁₂月₂₂日㈰
・ ₁ 月₁₉日㈰

１２月の子育て支援教室 お問合わせ
小海なかよし児童館　９２－２５８０

　ちびっこ広場に新しい
遊具を設置しました。お
披露目会を行い、子供た
ちも元気いっぱいに遊ん
でいました。
　たくさんの子供達に利
用していただきたいと思
います。

ちびっこ広場に新しい遊具を設置しました

１１月は児童虐待防止推進月間です【未来へと 命をつなぐ １
いちはやく

８９】

お問合わせ：佐久児童相談所　℡ 0267－67－3437
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◆白樺結婚相談
　(小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村)

・ １2 月１5 日㈰　１３時 ３0 分～１６時
八千穂老人福祉センター相談室

※ご本人でもご家族でも結構です。
◆小海町結婚相談所
月～金曜日の8時30分～5時15分まで、小海なかよ
し児童館にて受け付けております。または、お近く
の結婚相談員さんにもお気軽にご相談ください。

結婚推進事業 ～婚活のすすめ～ ４町村合同
クリスマスパーティー★

令和２年度　小海保育所入所のご案内
　町では、令和2年度小海保育所入所申込を受け付けます。入所する際には、町から保育の必要性につ
いて保育の認定を受けることが必要となります。この保育の支給認定申請は、入所申込と同時に行いま
す。

１、入所できる児童(入所要件)
（１）保護者が昼間に労働していること、又は求職活動を行っている。
（２）母親が妊娠中、又は出産後間もないことのほか、疾病等で保育ができない。
（３）介護を必要とする同居の親族を常時介護している。など
　　　上記のような入所要件があり、入所申込と支給認定申請が必要となります。

２、入所申込
（１）受付期間…11月25日㈪～12月10日㈫
（２）受付場所…小海保育所
　　　【継続入所者は園児を通じて継続入所申込書配布します】
　　　＊途中入所予定者は、早めにご相談下さい

３、入所申込に必要な書類
　　　　　（小海保育所、小海なかよし児童館、役場窓口）　
（１）支給認定申請・入所申請書
（２）入所資格認定に必要な書類
　　　・就労等証明書（事業所証明）
　　　・妊娠出産、疾病、介護等…母子手帳(写)、身障手帳(写)、医師の診断書等
　　＊小海町のホームページにも掲載してあります。

４、保育料算定に必要な書類（平成31年1月1日現在小海町に住所がない方）
（１）前住所地の所得証明書
　　＊子ども子育て支援法により保育料が無償化されていますが、事務手続き上必要です。

○不明な点は、小海保育所（電話92−2351）までお尋ね下さい。

日時：12月1日㈰
場所：小海リエックスホテル
会費：男性 2,000円　女性 1,000円
定員：男性 15名　女性 15名

お問合わせ
小海児童館　TEL 92−2580
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～理念～　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.173

　

大
型
で
非
常
に
勢
力
の
強
い
台

風
十
九
号
の
接
近
に
伴
い
、
町
内

で
は
総
合
セ
ン
タ
ー
、
や
す
ら
ぎ

園
、
役
場
に
避
難
所
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
内
や
す
ら
ぎ
園
で

は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が

い
が
あ
り
介
助
が
必
要
な
方
、
一

般
の
避
難
所
で
の
避
難
が
困
難
な

方
の
受
け
入
れ
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

十
月
十
二
日
午
前
九
時
三
十
分

に
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、
社
協
、

町
職
員
に
よ
り
避
難
が
必
要
な
方

の
自
宅
に
迎
え
に
行
き
、
や
す
ら

ぎ
園
の
避
難
所
に
次
々
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
避
難
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

介
護
職
員
と
一
緒
に
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
話
を
し
た
り
、
テ
レ
ビ
で

台
風
の
状
況
を
見
な
が
ら
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
後
六
時
過
ぎ
ま
で
に
は
や
す

ら
ぎ
園
へ
の
避
難
は
完
了
し
、
付

き
添
い
の
方
を
含
め
て
二
十
一
人

が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。
夜
に
な
り

風
雨
が
益
々
激
し
く
な
る
中
、
社

協
で
は
介
護
、
看
護
職
員
等
十
人

で
の
宿
直
体
制
を
取
り
ま
し
た
。

台
風
が
通
過
す
る
中
、
避
難
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
落
ち
着
い
た
様
子
で

一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

台
風
も
通
過
し
、
翌
十
三
日
の

朝
に
は
町
内
の
通
行
止
め
箇
所
が

解
除
さ
れ
、
避
難
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
朝
食
に
職
員
の
炊
き
出
し
に
よ

る
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
順
次
職
員
の

運
転
す
る
車
で
自
宅
に
帰
ら
れ
、

午
前
八
時
三
十
分
に
避
難
所
を
閉

鎖
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
台
風
と
い
う
事
で
避

難
所
の
開
設
等
事
前
に
準
備
を
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
が
、
地
震
等

予
期
せ
ぬ
状
況
で
発
生
す
る
災
害

も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
経
験
を
今

後
の
災
害
対
策
に
生
か
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

台
風
十
九
号
に
備
え
て

　
避
難
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

やすらぎ園に開設された避難所

台風19号災害義援金の受付をしています
皆さんの温かいご支援をお願いします

　台風19号は東日本の広い地域に甚大な被害をもたらしました。
　長野県内は千曲川の沿岸の各地で堤防決壊等による大規模な水害が発生し、南佐久郡下でも佐久穂町、北相
木村をはじめ各町村で多くの被害が発生しました。被災された皆さんにお見舞いを申し上げると共に、一日も
早い復興のため、日本赤十字社長野県支部、長野県共同募金会による台風19号災害義援金の受付をしています。
受付期間は令和 2年 3月31日㈫までです。
義援金の受付口座は次の通りです。

※八十二銀行本店・各支店からの振込書による送金手数料は無料です。
※ゆうちょ銀行（郵便局含む）における窓口での振込手数料は無料です。

受付団体 金融機関 支店名 口座番号 口　座　名　義
日本赤十字社
長野県支部 八十二銀行 本店営業部 （普）1247782 日本赤十字社長野県支部　支部長　阿部守一

長 野 県
共同募金会

八十二銀行
ゆうちょ銀行

本店営業部 （普）1247799 社会福祉法人長野県共同募金会
00160－2－265830 長野県共同募金会台風19号義援金

● 町社協による災害義援金募金箱を次の場所に設置してあります。
社協窓口　　役場窓口　　八峰の湯　　北牧楽集館窓口
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令和元年度小海町社会福祉協議会会員申込みありがとうございました

会員数　１,４０４会員（一般１,３７９人・特別２５法人）
会費額　２,５２７,０００円

事　　業　　名 事　業　内　容

社 協 運 営 事 業

地 域 福 祉 事 業

希 望 の 旅 事 業

社協運営のための事務費に使われます。

地域福祉事業に取り組んでいるグループへの支援事業、食
事サービス事業、介護予防事業を行ないます。

日頃外出する機会の少ない障がいを持った皆さんとご家族
を対象に旅行を通じて交流と心身のリフレッシュを図る事
を目的とした事業を行ないます。

会員の皆さんからの会費は次の通り活用させていただきます。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
ヵ
月
程

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、

歳
末
助
け
合
い
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

昨
年
は
町
内
で
二
〇
〇
万
円
を

超
え
る
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
一
月
下
旬
よ
り
各
地
区
の
日
赤

奉
仕
団
の
皆
さ
ん
が
ご
家
庭
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
募
金

額
の
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

み
な
さ
ん
の
お
気
持
ち
を
募
金
封

筒
に
入
れ
て
日
赤
奉
仕
団
の
皆
さ

ん
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
募
金
は
一
旦
、
県

県
共
同
募
金
会
に
集
約
さ
れ
翌
年

社
協
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
配
分
金

は
社
協
の
各
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
度

赤
い
羽
根
共
同
募
金
、

歳
末
助
け
合
い
運
動
が

行
わ
れ
ま
す

中央共同募金会
マスコット

「愛ちゃんと希望くん」

Ⓒ中央共同募金会

やすらぎ園ホールギャラリー
地域経済を支えた養蚕道具を展示

　この度、町文化財調査委員会の皆さんによりやすらぎ園ホールギャラリーの展示替えが行なわれ
ました。
　今回は昭和60年初頭まで町内でも行われ、地域経
済を支えた養蚕に関する様 な々道具が展示されました。
　養蚕も現在は機械化が進んでいますが当時は全て
人力によるもので、桑積み爪、かご蚕に桑を与える
ために用いた網、蚕が繭を作るための収繭機、収穫
した繭の毛羽を取る毛羽取機等が展示されています。
若い人たちの中には絹糸が蚕から採れることを知ら
ない人もいるかもしれません。機会がありましたら、
やすらぎ園に来ていただき養蚕の歴史を振り返って
みてはいかがでしょうか。 ギャラリーに展示された養蚕に関する道具
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この広報紙は環境にやさしいインキを使用しています。

　

美
術
館
で
は
、

十
二
月
二
三
日
ま

で
「
所
蔵
作
品

展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
生
誕
一
〇
〇
年

を
記
念
し
、
島
岡
達
三
氏
の
作

品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
島

岡
達
三
氏
は
、一
九
一
九
年（
大

正
八
年
）
東
京
に
生
ま
れ
、
東

京
工
業
大
学
で
窯
業
を
学
び
ま

す
。
復
員
後
、
家
族
と
と
も
に

栃
木
県
益
子
町
に
移
り
住
み
、

民
芸
の
父
と
呼
ば
れ
る
濱
田
庄

司
に
師
事
し
、
一
九
五
三
年
築

窯
。
朝
鮮
半
島
で
花
開
い
た
象

嵌
に
縄
文
技
法
を
融
合
さ
せ
た

「
縄
文
象
嵌
」
を
確
立
し
、
一

九
九
六
年
五
月
、人
間
国
宝（
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
）
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
美
術
館
で
は

三
七
点
の
作
品
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
図
番
は
「
塩
釉
縄
文
象

嵌
皿
」
で
、
縄
文
の
文
様
と
美

し
い
青
色
が
特
徴
の
代
表
作
で

す
。「
塩
釉
」
は
濱
田
の
釉
技

を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
よ
り

端
正
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
新
し
く
所
蔵
作

品
が
加
わ
っ
た
井
出
陽
一
郎
氏
、

当
館
の
所
蔵
作
品
の
中
核
を
成

す
栗
林
今
朝
男
氏
の
作
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
、

島
岡
達
三
氏
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

10月14日㈪に、上田市丸子文化会館に於いて第55回SBCこども音楽
コンクール上田大会が開催され、小海小学校6年生が、日頃の練習の
成果を披露し、見事に学級学年の部で優秀奨励賞を受賞しました。

11月9日㈯、スケートセンターがオープンし、地元小海小学校の児童
から小海高等学校の生徒まで、佐久管内の児童・生徒が氷上練習を
開始しました。それぞれの目標に向かって頑張ってほしいです。

Sh
ib

o
ri M

agic

（

Ⅱ

）

シ
ボ
リ
マ
ジ
ッ
ク

　
九
月
の
「
草
木
染
の
会
・
東
西

合
同
作
品
展
」
は
多
く
の
方
の
ご

来
場
を
頂
き
ま
し
て
成
功
裏
に
終

わ
り
ま
し
た
。「Shib

o
riM

a-
gic

」
を
テ
ー
マ
に
生
徒
さ
ん
の

力
作
が
来
場
者
の
心
に
響
い
た
よ

う
で
し
た
。
そ
の
技
法
の
多
く
は

「
折
り
縫
い
絞
り
」
が
基
本
と
な

り
ま
す
。
折
り
縫
い
絞
り
に
は
★

合
せ
縫
い
引
締
め
絞
り
★
重
ね
縫

い
絞
り
★
折
り
縫
い
畳
み
絞
り
★

杢
目
絞
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
◉

合
せ
縫
い
引
締
め
絞
り
‥
文
様
が

左
右
対
称
の
も
の
を
二
つ
折
り
し

て
文
様
の
半
分
を
描
く
、
文
様
通

り
平
縫
い
し
て
、
引
き
絞
り
ま
す
。

円
形
、
角
形
、
木
の
葉
文
様
な
ど

唐
松
絞
り
（
作
品
①
）
は
代
表
的

な
も
の
、
他
に
合
わ
せ
縫
い
絞
り

に
ス
テ
ッ
チ
刺
繍
を
施
し
た
作
品

（
作
品
②
）
が
好
評
。
◉
重
ね
縫

い
絞
り
‥
布
を
折
り
畳
ん
で
、
板

や
棒
を
当
て
て
防
染
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
板
や
棒
の
代
わ
り

に
、
折
り
畳
ん
だ
当
て
布
を
上
下

に
当
て
て
防
染
す
る
。
重
ね
た
当

て
布
の
上
か
ら
、
文
様
に
沿
っ
て

一
針
づ
つ
押
さ
え
る
の
で
、
厚
み

が
あ
り
、
針
縫
い
が
難
し
い
が
染

め
上
げ
拡
げ
る
と
、
広
い
面
積
に

絞
り
文
様
が
現
れ
る
。
当
て
布
は

ネ
ル
や
ウ
ー
ル
な
ど
厚
手
で
染
液

の
浸
透
し
難
い
も
の
が
良
い
と
さ

れ
る
。
代
表
的
に
は
青
海
波
や
立

涌
絞
り(

秋
田
・
鹿
角
絞
り)

、

亀
甲
文
様
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◉
折
り
縫
い
畳
み
絞
り
‥
布
を
折

り
畳
ん
で
縫
い
引
締
め
て
柄
を
出

し
ま
す
。
ス
ト
ー
ル
サ
イ
ズ
で
は

縦
に
四
つ
折
り
を
し
て
、
三
〜
五

㎝
の
サ
イ
ズ
で
横
に
畳
ん
で
ゆ
く
、

そ
れ
を
崩
れ
な
い
よ
う
に
縦
に
二

〜
三
ヶ
所
に
糸
を
通
し
て
引
き
締

め
る
。
染
料
の
入
れ
方
に
よ
っ
て

も
文
様
の
変
化
が
得
ら
れ
る
（
作

品
③
）。
◉
杢
目
絞
り
‥
細
い
線

を
引
い
て
、
そ
の
線
を
平
縫
い
し

て
引
き
締
め
る
絞
り
方
法
。
染
め

上
り
が
木
の
杢
目
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。
筋
絞
り

に
も
似
て
い
る
。
キ
ラ
メ
キ
絞
り

も
こ
の
範
疇
と
考
え
る
。
こ
う
し

た
絞
り
技
法
を
会
得
し
駆
使
す
る

こ
と
で
、
確
り
と
下
絵
を
描
き
そ

の
上
に
一
針
一
針
縫
い
絞
れ
ば
必

ず
制
作
者
の
意
図
す
る
も
の
が
染

め
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し

て
絞
り
染
は
想
像
力
と
根
気
が
要

り
ま
す
が
、
決
し
て
そ
の
努
力
を

裏
切
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
が
「Sh

ib
o

ri M
a
g
ic

」

で
あ
り
ま
す
。

作品①（唐松絞り
の作品）

作品②（合せ縫い絞り
にステッチ刺繍）　

作品③（折り縫い
畳み絞り）




